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tf-idf(term frequency-inverse document 
frequency)とは
特徴量がどの程度情報を持っていそうかに応じて、特徴量のス

ケールを変換する手法の一つ。

特定の文書にだけ頻出する単語には大きな重みを与え、コーパ
ス上の多数の文書に現れる単語にはあまり重みを与えない。

つまり、特定の文書にだけ頻出し、他の文書にはあまり現れな
い単語はその文書の内容をよく示しているのではないか、という
発想に基づいている。



scikit-learnはtf-idfを、TfidfTransformerとTfidfVectorizerという２つ
のクラスで実装しているが、どちらのクラスにおいても、文書dにお
ける、単語wのtf-idfスコアは以下のように与えられる。

𝑡𝑓𝑖𝑑𝑓 𝑤, 𝑑 = 𝑡𝑓 log
𝑁 + 1

𝑁𝑤 + 1
+ 1

𝑡𝑓：文書d中に単語wが現れる回数

𝑁：訓練セット中の文書の数

𝑁𝑤：訓練セット中の単語wが現れる文書の数

２つのくらすはいづれも、tf-idf表現を計算した後でL2正規化を行い、
文書の長さがベクトル表現に影響を与えなくする。



tf-idfは訓練データの統計的性質を利用するので、6章で述べたよ
うにパイプラインを用いてグリッドサーチの結果が有効になるよ
うにする。コードと出力は次のようになる。



tf-idfの低い特徴量と高い特徴量を取り出すと次のようになる。

多くの文書に共通して出現するか、あまり出現しないか、もしくは非常に長い文
書にしか出現しない

‘dillinger’（人名）、’titanic’（映画の名前）



Idfが小さい単語（高い頻度で出現する単語）を取り出すと次の
ようになる。


